
(57)【要約】

SARS（重症急性呼吸器症候群）ウィルスは地球規模のウ

ィルス性肺炎を引き起こし、国際的に警戒され、致死率

もなかなか下がらず、医療界ではSARSに対する有効な方

法がまだ無いのは周知のことである。百年以来の医学歴

史では、肺臓の感染病を内臓組織の病気にしていたが、

本発明はこの医学解釈の間違いを説明した。その理由は

空気を基準にして定義すべきで、SARS感染症はまず表面

性潰瘍感染の病気である。上記医学的解釈の変更に基づ

き、我々はSARSを治療する最良の方法を発見した。SARS

の初期感染者は病院で肺臓を洗浄治療を受けたら、数時

間以内に退院できるのはもう不可能ではない。SARSウィ

ルスはもう人間の生命を奪うことがなく、人類はSARSウ

ィルスを打ち負かしたと言える。SARS感染の表面処理は

新しい医学概念の産物で、モノマーオキシゲニウム（Ｏ

１ ）療法は表面処理の核心である。肺臓に消毒剤入りの

液体、つまり肺臓モノマーオキシゲニウムの表面処理液

を注入する。この液体の学名は液状の全弗素化合物（Pe

rfluoro chemicals . PFC）で、消毒剤はオゾンである

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 肺 部 表 面 処 置 法 の 液 体 薬 品 の 学 名 は 液 態 の 弗 化 合 物 (Per fluoro chemicals, PFC) の 混
合 オ ゾ ン (Ο ３ )で あ る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 要 求 １ の 薬 物 液 態 の 特 徴 は 弗 の 元 素 を 含 む 液 体 と 単 酸 素 Ο １ 殺 菌 剤 を 生 み 出 す 。
【 請 求 項 ３ 】
　 要 求 １ の 応 用 は PFC或 い は そ の 他 の 代 用 液 体 の 中 に オ ゾ ン を 混 合 し 、 或 い は 単 酸 素 Ο １

を 生 み 出 す こ と に 助 力 す る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 要 求 １ の 液 状 薬 は 介 質 の 薬 物 の 表 面 処 置 液 の 中 に 殺 菌 或 い は 病 菌 を 抑 制 す る 要 素 を 添 加
し 、 そ の 他 の 抗 菌 素 或 い は 殺 菌 剤 の 注 入 す る 液 で あ る 。
請 求 項 ５
要 求 １ の 肺 部 表 面 処 置 法 の 液 体 薬 は SARS病 菌 感 染 の す べ て 肺 臓 表 面 感 染 の 病 気 を 含 む 液 体
薬 で あ る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 一 、 発 明 背 景 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 2003年 2月 か ら SARSの 病 菌 感 染 が 急 に 中 国 と 香 港 か ら 広 く 伝 染 さ れ 、 死 亡 率 は 15％ ぐ ら
い に な っ た 。 医 学 業 界 に は 特 効 薬 が な く 、 と て も 苦 手 で あ る 。 中 国 、 台 湾 、 香 港 、 シ ン ガ
ボ ー ル 、 カ ナ ダ ー な ど 国 と 地 区 は WHOに 旅 行 警 告 エ リ ア に 言 い 渡 さ れ ,経 済 損 失 は 千 億 以 上
で 、 人 類 の 命 も 死 亡 率 の 脅 迫 を 深 く 感 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 そ の 時 、 SARSを い か に 治 療 す る こ と は 世 界 各 国 医 学 業 界 の 一 番 重 要 な 仕 事 で あ る 。 発 明
者 は 肝 心 な 場 合 、 最 新 の 医 療 案 を 発 明 し た 。 こ の 案 は 肺 臓 SARSの 表 面 処 置 と す る 。 人 の 命
を 救 う 事 は 第 一 で あ る 。 発 明 さ れ た 中 文 版 は May.15.2003に 香 港 の 行 政 長 官 と 中 国 の 指 導
者 に FAXを 入 れ た 。 発 明 さ れ た 英 文 版 は May.20.2003に Ｍ ey-verme,Mrs.Sonia(WDC)を 経 由
し 、 「 WHO-Padey」 に FAXを い れ た 。 Genevaで 会 議 に 出 席 し た 各 国 の 衛 生 部 リ ー ダ ー に も 解
か っ て 貰 っ た 。
【 二 、 序 文 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 肺 臓 の 性 能 か ら 話 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 肺 臓 の メ イ ン の 性 能 は 右 心 室 か ら 射 出 さ れ た 血 液 を 肺 動 脈 に よ り 各 肺 動 脈 分 枝 と 肺 胞 の
大 量 の 毛 細 血 管 に 出 し 、 酸 素 を 入 れ 、 ニ 酸 化 炭 素 を 排 出 す る と い る エ ア 交 換 を 行 う 、 そ れ
か ら 、 肺 静 脈 か ら 左 心 房 に 戻 し 、 心 拍 の 比 例 の ス ピ ー ド に あ わ せ 、 右 心 室 に 混 合 す る 。 人
体 主 動 脈 の 大 循 環 か ら 行 わ れ 、 酸 素 に 含 ま れ る 新 鮮 な エ ネ ル ギ ー は こ こ か ら わ い て く る 。
(添 附 図 面 １ )
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 エ ア 交 換 の 媒 介 は 特 別 な 所 は な い 。 私 達 が 養 魚 す る よ う に エ ア を 水 底 に 打 ち 込 み 、 泡 を
出 し 、 空 気 中 の 酸 素 を 上 昇 す る 泡 の 球 面 と 摩 擦 し 、 水 の 中 に 入 れ る 。 養 魚 の 泡 と 同 じ 、 私
達 の 肺 胞 は 生 ま れ か ら 空 気 と 接 触 す る 面 積 を 広 く 持 っ て い る 。 小 さ い 肺 臓 の 内 部 に は 密 集
の 肺 胞 孔 組 織 構 造 が あ り 、 表 面 の 接 触 面 積 が 70ｍ 2 以 上 に な っ た 。 こ の 細 孔 組 織 の 表 面 に
微 小 の 血 管 が あ り 、 酸 素 交 換 の 使 命 を 担 当 し 、 エ ア も 血 液 、 間 質 層 及 び 細 胞 の 間 に 拡 散 し
、 肺 部 換 気 を 達 成 す る こ と は 現 代 医 学 の 基 本 な 認 識 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 今 ま で 、 肺 臓 病 気 の 種 類 が 多 く 、 結 核 は 最 初 治 し に く い 伝 染 病 と し て 、 後 で 多 種 類 の 抗
菌 素 薬 の 発 明 で 直 し 率 は 100％ に 近 付 い た 。 児 童 肺 炎 も よ く 見 え る 病 気 で 、 ま た 、 典 型 病
菌 性 の 肺 炎 双 球 菌 も 言 う ま で も な い 。 い ま の SARSの 治 療 方 法 は 今 日 の 話 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 先 ず 、 漢 方 治 療 方 法 は 胃 腸 か ら 吸 収 す る モ デ ル だ け で は 発 展 の 枷 と 鎖 に な る 。 漢 方 の 処
方 箋 は 胃 腸 に 協 力 し 、 毒 を 清 め 、 肝 臓 の 苦 労 を 減 ら し 、 体 の 免 疫 力 を 増 や す だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 今 SARSを 診 断 治 療 す る 主 流 は 西 洋 医 学 で あ る 。 中 国 で は 四 環 素 と 赤 ば い 素 (Mil
dew)な ど 抗 菌 素 を つ か わ れ て い る が 、 香 港 で は 、 Ribavirin及 び steroidを 使 い 、 SARSを 治
療 す る が 、 但 し 、 ず っ と Ribavirinを 使 っ て い た カ ナ ダ が こ の 薬 を 使 用 停 止 す る こ と を 宣
告 し た が 、 そ れ は 副 作 用 が あ る と 言 う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と に か く 、 抗 菌 素 を 胃 腸 で 吸 収 に し て も 、 或 い は 静 脈 注 射 に し て も 、 血 液 の 中 に 抗 菌 因
子 の モ デ ル が 変 更 で き な い 。 こ れ は 血 液 治 療 と い え る 。 た く さ ん の 抗 菌 因 子 の 微 元 素 は 胃
腸 で 吸 収 で き な い 。 だ か ら 、 効 果 か ら 言 え ば 、 西 洋 医 学 治 療 法 は 一 番 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 今 、 医 学 業 界 の 人 々 は 一 生 懸 命 抗 菌 因 子 の 効 き 目 を 高 め る 方 向 を 研 討 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 但 し 、 添 附 の 図 ２ か ら 見 る と 、 肺 臓 の 血 管 動 脈 で 注 射 点 を 見 つ け れ ば 、 血 液 治 療 法 の 効
果 を 大 幅 に 高 め る 。 主 動 脈 と 肺 循 環 の 流 量 比 率 は 一 つ の 常 数 で 、 SARSの 臨 床 の 効 果 実 践 も
よ い 結 果 に な る が 、 し か し 、 今 私 た ち は 医 学 業 界 か ら 研 討 さ れ て い る SARS抗 菌 因 子 の 血 液
治 療 法 の 努 力 方 向 が 大 間 違 い で あ る こ と を 指 摘 し よ う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 SARSは 表 面 性 潰 瘍 感 染 の 一 種 で あ る こ と は 新 し く で き た 医 学 定 義 で 、 肺 臓 医 療 革 命 を 引
起 す 。 だ か ら 、 私 達 は 工 業 業 界 の 一 つ の 俗 称 を 使 っ て い る 。 即 ち 、 肺 臓 感 染 の 表 面 処 置 の
技 術 で 、 治 療 中 に は 超 音 波 洗 浄 技 術 を 導 入 す る 。 言 い 換 え 、 簡 単 に 言 え ば 、 例 え ば 、 皮 膚
病 菌 性 感 染 潰 瘍 の 場 合 、 紫 薬 水 で 拭 い た ら 、 す べ て の 抗 菌 素 の 血 液 療 法 よ り 良 か ろ う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 だ か ら 、 私 達 は 楽 観 的 に 話 し て 見 た ら 、 一 旦 推 薦 し た 肺 臓 表 面 処 置 の 方 法 を 医 学 業 界 の
研 討 、 開 発 を 行 い 、 臨 床 応 用 階 段 に 入 っ た ら 、 SARS初 歩 感 染 者 に 対 し て 、 病 院 に 肺 を 洗 浄
す る だ け で あ る 。 其 の 外 の 種 類 の 肺 に 感 染 す る 病 菌 性 ウ イ ル ス も も っ と 治 療 し 易 い 。 SARS
は こ れ か ら 、 人 類 の 命 に 脅 威 を 与 え な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 今 日 、 SARS感 染 を 治 療 す る こ と は 私 達 の 話 題 で 、 SARSの 物 理 性 に 対 し て 勉 強 し な け れ ば
な ら な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 1.　 添 附 図 ３ は イ ン タ ネ ッ ト か ら も ら っ た 図 面 で 、 SARSは 50ｎ ｍ よ り 小 さ い 病 菌 で 、 冠
状 の 形 で あ る が 、 し か し 、 冠 状 の 物 理 構 成 に よ り 吸 着 性 を 決 め ら れ た 。 こ の 吸 着 性 を 解 決
す る こ と は 表 面 処 置 感 染 の 役 目 で あ る 。 よ く 考 え て 見 る と 、 呼 吸 道 感 染 を 予 防 す る 対 策 の
中 に 濃 塩 水 の 浸 透 性 を 思 い 出 し 、 こ れ は 伝 統 的 な 消 毒 消 炎 の 宝 で あ る 。 口 と 喉 の 中 に SARS
を 予 防 す る 。 病 菌 性 感 染 の 咽 喉 炎 に 患 る 人 達 は 塩 水 を 一 口 飲 ん だ ら 、 頭 痛 の 感 覚 も す ぐ 良
く な り 、 電 子 顕 微 鏡 で 見 た ら 、 潰 瘍 感 染 場 所 の 病 菌 を 塩 水 で 減 ら さ れ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 2.　 微 小 と 軽 い 病 菌 は 電 子 顕 微 鏡 で な け れ ば 見 え な い が 、 但 し 、 Ｎ 95の 濾 過 限 度 は 75ｎ
ｍ で あ る 。 微 小 と 軽 い 物 理 性 は SARSを 空 気 中 の 水 、 埃 の 粒 の 伝 播 と 一 緒 に 動 い で い る 。 こ
の 特 性 を 利 用 し 、 有 効 的 な 対 策 を 作 り 、 一 旦 肺 臓 に 入 っ た ら 、 表 面 処 置 を 行 う 。
【 三 、 肺 臓 表 面 処 置 の 五 つ の 方 法 】
【 ０ ０ １ ７ 】
1.　 抗 菌 素 気 化 吸 入 治 療 方 法
2.　 マ ッ サ ー ジ 及 び く し ゃ み と せ き 治 療 方 法
3.　 肺 葉 を 体 か ら 取 り 出 し 、 病 菌 を 殺 す 処 置
4.　 肺 葉 を 切 ら な い で 、 局 部 を 冷 凍 し 、 病 菌 を 殺 す 処 置
5.　 病 菌 を 殺 す 薬 剤 を 肺 葉 に 注 入 す る 処 置
【 ０ ０ １ ８ 】
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［ 論 述 一 ］
　 抗 菌 素 気 化 吸 入 療 法 が ず っ と 前 に 存 在 し て い た 。 感 染 の 初 期 で は 積 極 的 な 作 用 を 果 た す
が 、 高 危 険 の 医 療 保 護 作 業 階 段 の 前 後 を 予 防 す る 対 策 で は 良 い 効 果 が 出 来 る 。 気 化 抗 菌 素
化 学 特 性 は ３ ７ ℃ で 水 を 溶 け や す い 性 能 を 持 つ こ と を 兼 有 す れ ば 発 展 の 見 込 み が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
［ 論 述 二 ］
　 マ ッ サ ー ジ く し ゃ み と 咳 療 法 も 表 面 処 置 の 一 種 類 に 属 し 、 物 理 療 法 と い え る こ と が 適 当
で あ る 。 肺 部 を マ ッ サ ー ジ し 、 肺 胞 を 押 し 出 し 、 病 菌 を 細 胞 壁 か ら 離 れ さ せ る 。 患 者 が 鼻
孔 を 太 陽 に 向 い 、 く し ゃ み を 刺 激 し 、 肺 の 深 い 所 か ら 咳 を 出 さ せ る 。 こ れ は 胸 と 肺 葉 運 動
の 最 高 方 式 で 感 染 の 初 期 と 予 防 対 策 と し て 、 光 線 く し ゃ み 器 は 大 き な 市 場 が あ り 、 毎 日 三
回 く し ゃ み を し た ら 、 長 寿 を 保 つ こ と に 決 ま っ て い る 。 こ の 運 動 方 式 の 良 い と こ ろ は ま た
人 々 に 認 識 さ れ て い な い か ら 、 肺 患 者 に 対 し て よ い こ と で あ る が 、 但 し 、 SARSの よ う な 附
着 力 が 強 い 病 菌 に 役 に 立 た な い 事 を 証 明 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ 論 述 三 ］
　 肺 葉 を 体 外 に 取 出 し 、 病 菌 を 殺 す 処 置 を 行 う こ と は 幻 想 で は な い 。 体 外 病 菌 を 殺 す 処 置
は 薬 液 浸 透 と 温 度 差 別 の 処 置 の 二 種 類 が あ り 、 温 度 差 別 の 処 置 は 今 ま で 、 新 し い 医 学 概 念
で あ る 。 肺 部 病 菌 感 染 を 使 う ば か り で な く 、 癌 に か か っ た 患 者 も 使 え る 。 肺 臓 感 染 の 表 面
処 置 を 超 え 、 う ま く 発 展 し た ら 、 抗 菌 素 の 血 液 療 法 に 取 り 替 え る 事 が 出 来 る ：
　 a． 　 体 外 の 薬 液 浸 透 は 体 内 の 薬 液 浸 透 よ り も っ と 融 通 が 利 く 、 今 で は 肺 胞 組 織 を 傷 つ
け な い 浸 透 薬 液 が な か な か 少 な く 、 或 い は 空 白 で あ る 。 但 し 、 病 菌 を 殺 す 浸 透 薬 液 は 超 音
波 の 力 を 借 り 、 最 高 治 療 効 果 を 発 揮 す る こ と は 誘 惑 で あ る 。
　 b． 　 温 度 差 別 の 処 置 が 何 で あ る か 。 処 置 さ れ る 肺 臓 器 官 及 び 病 菌 は 生 態 の 温 度 カ ー ブ
が 違 う 。 処 置 さ れ た 器 官 が 復 活 で き る 急 速 の 冷 凍 温 度 範 囲 内 で は 各 種 類 の 病 菌 の 死 亡 点 を
選 別 す る 。 こ れ は 温 度 差 別 効 果 の 処 置 手 段 で あ る 。 こ の 処 置 手 段 は 始 め て 医 学 文 献 か ら 提
出 す る か ど う か は 別 と し て 、 実 践 の 結 果 は 重 複 し な い 。 肝 心 な の は 急 速 冷 凍 の 速 度 に よ り
器 官 の 復 活 率 を 左 右 さ れ る 点 に 対 し 、 う っ か り し て は い け な い 。 医 学 業 界 に 積 極 的 に 推 薦
す る 項 目 の 価 値 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 論 述 四 ］
　 肺 葉 を 切 ら な い で 急 速 冷 凍 に よ り 局 部 的 に 病 菌 を 殺 さ れ る 処 置 は 温 度 差 別 の 理 論 か ら 出
来 た 。 論 述 三 に よ り 技 術 上 の 高 め を 行 わ れ る 。 体 外 に 出 し 、 肺 動 脈 と 静 脈 を 切 ら な い で 復
活 の 損 害 を 減 ら し 、 器 官 と 器 官 の 接 触 も 減 ら し 、 局 部 急 速 冷 凍 殺 菌 処 置 を 可 能 に な る ． 肺
臓 に 対 し て は 難 し い が 、 腎 臓 な ど の 器 官 に 対 し 、 急 速 冷 凍 殺 菌 技 術 は 実 行 出 来 る 。 苦 手 な
の は 急 速 冷 凍 設 備 方 式 は 液 ア ン モ リ ア 循 環 冷 凍 と 比 べ た ら 、 そ ん な に 簡 単 で は な い 。 臨 床
の 要 求 は 5秒 か ら 10秒 ま で の 以 内 で 1kgsぐ ら い の 器 官 を ー 30℃ か ら － 50℃ ま で 冷 却 さ せ る
冷 凍 設 備 が 必 要 で あ る し 、 且 つ 接 触 式 が 必 要 で あ る 。 医 学 の 突 破 は 限 り な い 。 ま た 、 科 学
技 術 業 界 に そ の 要 求 を 出 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 論 述 五 ］
　 肺 葉 注 入 殺 菌 は 今 日 の 肺 臓 感 染 の 表 面 処 置 の 主 題 で あ る 。 作 者 は 医 学 専 門 で は な い が 、
医 学 常 識 を 一 生 懸 命 勉 強 す る こ と と 濃 塩 水 で 口 腔 と 喉 に 表 面 処 置 消 炎 を 行 う 理 念 か ら 発 想
し た 。 ま た 、 適 当 な 溶 剤 と 殺 菌 剤 を 見 付 け 、 臨 床 検 査 の 段 階 に 入 っ た 。 世 界 の 専 門 溶 剤 師
と 薬 剤 師 が 助 け て く れ た ら 、 溶 剤 及 び 殺 菌 剤 が も っ と う ま く な っ た ら 、 SARSか ら 命 に 与 え
る 損 害 は こ こ ま で 終 わ る こ と を 堅 く 信 じ る 。
【 四 、 肺 臓 表 面 処 置 の 単 酸 素 療 法 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 肺 の 中 に 溶 か さ れ た 消 毒 剤 の 液 体 を 注 入 す る こ と は 肺 臓 の 単 酸 素 療 法 の 表 面 処 置 液 で あ
る 。 こ の 液 体 の 学 名 は 液 態 の 弗 化 合 物 （ Per fluoro chemicals） で 、 消 毒 剤 は オ ゾ ン で あ
る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 液 体 を 処 置 し 肺 葉 に 送 る 場 合 、 超 音 波 を 導 入 す る こ と は SARSの 吸 着 性 を 弱 く し 、 迅 速 的
に 肺 孔 の 病 菌 を き れ い に 整 理 す る 。 こ れ は 新 し い 医 療 案 で あ る 。 SARS病 菌 細 胞 に 利 口 な ミ
サ イ ル を 直 接 に 発 射 し た 。 こ の ミ サ イ ル の 名 前 は オ ゾ ン か ら 分 離 し た 単 酸 素 Ο １ で 、 だ か
ら 、 単 酸 素 療 法 /Ο １ -Therapyと 名 付 け ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 今 普 通 の 抗 菌 素 に よ り 血 液 交 換 を 行 う 療 法 は 制 限 さ れ る 。 例 え ば 、 血 液 濃 度 の 制 限 、 肺
胞 毛 細 胞 体 積 50mm=な ら な い SARSの 病 菌 を 隠 れ る こ と が 出 来 る 。 だ か ら 、 血 液 療 法 に は 死
亡 率 10％ 以 上 の 歴 史 残 念 を 残 さ れ て い た 。 西 洋 医 学 の 血 液 療 法 は も う 制 限 に 近 づ い た 。 し
か し 、 単 酸 素 療 法 は 大 き な 薬 理 効 果 が 出 て 、 死 亡 率 を ゼ ロ ま で 下 が る こ と が 予 想 さ れ て い
る ：
(1)　 PFE溶 剤 の 選 別 ；
(2)　 オ ゾ ン 殺 菌 剤 の 特 性 ；
(3)　 FC、 オ ゾ ン の 配 合 ；
(4)　 肺 臓 表 面 処 置 の 設 計 フ ロ ー チ ャ ー ト ；
(5)　 動 物 肺 臓 処 置 の 検 査 ；
(6)　 手 術 台 の 設 計 ポ イ ン ト
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 　 　 １ ． PFE溶 剤 の 選 別  
　 肺 胞 を 洗 浄 す る 液 態 媒 介 を 選 別 す る 場 合 、 私 達 は ま ず 、 弗 化 合 物 （ Per fluoro chemica
ls . PFC） を 思 い 出 し た 。 PFCは 液 態 呼 吸 術 に 医 学 臨 床 経 験 が 参 考 で き る 。 私 達 は こ の 呼
吸 液 を 利 用 し 、 有 効 的 な 殺 菌 剤 或 い は 抗 菌 素 を 入 れ 、 肺 胞 SARSの 感 染 を 洗 浄 す る こ と が で
き る 。 PFCは 特 性 が あ る ：
1.　 PFC自 身 は 無 色 、 無 味 、 無 臭 の 液 体 で 、 毒 性 が な い 。
2.　 PFCの 表 面 は 張 力 が 低 い し 、 水 或 い は 脂 肪 を 溶 か す こ と が 出 来 な い 。
3.　 PFCは 酸 素 及 び 二 酸 化 炭 素 に 対 し 、 溶 解 度 が 高 い し 、 ま た 、 高 密 度 及 び 溶 解 度 が 低 い
特 性 を 持 ち 、 オ ゾ ン に 対 し て は 、 も っ と 高 い 溶 解 度 を 持 っ て い る 。
4.　 PFCは 室 温 と 体 温 の 下 に 自 然 に 揮 発 さ れ 、 代 謝 に し て も ほ か の 物 質 に な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 弗 化 合 物 (Per fluoro chemicals)は 新 し い 薬 の 応 用 中 に は SARS病 菌 を 殺 す オ ゾ ン (Ο ３ )
の た め に 、 遊 離 単 酸 素 の 液 体 介 質 を 提 供 す る ． そ の 分 子 式 は C(5-18)F(12-38)、 分 子 結 構
チ ェ ー ン の 長 短 は Cの 個 数 に よ る 。 Cの 個 数 の 内 在 物 理 特 性 に よ り 液 体 介 質 の 沸 点 温 度 を 決
め ら れ た 。 即 ち 30℃ か ら 215℃ ま で 。 Cの 個 数 と 沸 点 温 度 の 高 低 は 正 比 例 に な る 。 本 発 明 は
先 ず C６ F14及 び C7Ｆ 16を 推 薦 し 、 そ の 作 用 は 肺 部 に 注 入 し 、 殺 菌 し た 後 、 一 番 早 く 揮 発 さ
れ た も く て き で あ る 。 実 は 臨 床 上 で は も っ と 考 え な け れ ば な ら な い 要 素 が 多 い 。 例 え ば 、
病 菌 感 染 で 潰 瘍 に な っ た 場 合 、 手 術 で SARS病 菌 を 殺 す 時 間 を 予 想 し て 単 酸 素 の 濃 度 を 決 め
。 ま た PFCは 肺 部 の 中 に 揮 発 さ れ る 時 間 を 予 想 し て 選 別 す る 。 弗 化 合 物 の 派 生 変 体 液 で は
な い 。 例 え ば C5F9H3Oは 遊 離 単 酸 素 の 液 体 介 有 質 を 提 供 す る 場 合 、 単 酸 素 遊 離 濃 度 は 作 業
時 間 に よ り 降 解 効 果 を 注 意 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の 特 性 を ま と め て 、 肺 臓 表 面 処 置 液 は 合 格 で あ る 。 一 方 で は 酸 素 の 浸 透 性 が 強 い か
ら 肺 胞 の エ ア 交 換 は 停 止 し な い 。 だ か ら 、 PFCは 動 力 液 態 と 言 え る .も う 一 方 で は 液 態 の 弗
化 合 物 の 浸 透 性 が 強 い か ら す べ て の 肺 胞 の 孔 に 入 る こ と を 保 証 す る 。 オ ゾ ン は PFCの 溶 解
の 中 に 単 酸 素 原 子 が SARSの 後 を う ま く つ け る 。 Ｐ Ｆ Ｃ の 自 然 揮 発 性 が あ る か ら 肺 臓 に 悪 い
後 遺 症 が な い こ と を 保 証 す る 。 も っ と 良 い と こ ろ で は 新 鮮 な PFC液 体 の 注 入 と 引 流 は 肺 部
内 の 傷 さ れ た 細 胞 と 炎 症 か ら な る 細 胞 破 片 及 び SARSの 残 骸 を 洗 い 出 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 　 　 ２ ． オ ゾ ン 殺 菌 剤 の 特 性
1.　 オ ゾ ン の 分 子 式 は Ο ３ で 、 高 能 量 酸 素 の 変 形 で あ る 。 水 と 各 種 類 の 液 態 化 合 物 に 溶 か
し や す い 。
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2.　 濃 度 が 低 い 状 態 で は 無 色 、 草 に お い を 持 つ エ ア で 濃 度 が 高 い 状 態 で は 明 ら か に 青 い エ
ア で 比 重 は 空 気 の 1.5倍 で あ る 。
3.　 オ ゾ ン の 消 毒 原 理 は 単 原 子 酸 素 を 釈 放 し 、 病 毒 の 細 胞 体 を 酸 化 し 、 細 胞 核 を 打 壊 し 、
残 さ れ る も の は き っ す い の Ο ２ 酸 素 は 肺 部 の 泉 で あ る 。
4.　 オ ゾ ン は 水 を 溶 か し た ら 殺 菌 消 毒 の 作 用 を も っ と 強 く 、 も っ と 早 く 果 た せ る 。 オ ゾ ン
は 液 態 の 弗 化 合 物 、 即 ち PFCを 溶 か せ る 。
5.　 オ ゾ ン の 濃 度 は 一 定 の 数 値 を 超 え る 場 合 、 消 毒 殺 菌 は 瞬 間 的 に 完 成 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 オ ゾ ン の 特 性 は 肺 胞 殺 菌 剤 と し て は 合 理 的 な 選 択 で あ る 。 以 下 の 図 は 国 際 で 認 定 さ れ 、
イ ン タ ー ネ ッ ト か ら ダ ウ ン ロ ー ド 殺 菌 消 毒 の 実 験 資 料 で あ る 。  
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 　 　 ３ ． PFC オ ゾ ン の 配 合
　 PFCと オ ゾ ン の 配 合 方 法 と 仕 事 フ ロ ー チ ャ ー ト は 図 4を 見 る 。 そ の 図 4.1は 酸 素 で 、 図 4.2
は オ ゾ ン 発 生 器 で 図 4.3は PFC溶 液 で 、 図 4.4は バ ル ブ 交 換 器 で 、 図 4.5は エ ア と 液 の 混 合 ポ
ン プ で 、 図 4.6は 混 合 タ ン ク で 、 図 4.7は オ ゾ ン 濃 度 デ ジ タ ル 測 定 器 で 、 混 合 ポ ン プ 輸 出 し
、 制 限 す る 能 力 を 持 つ 。 図 4.8は 混 合 タ ン ク 液 体 高 度 設 定 器 で 、 交 換 器 を 輸 出 し 制 限 す る
能 力 を 持 つ 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 　 　 ４ ． 肺 臓 表 面 処 置 の フ ロ ー チ ャ ー ト
　 処 置 の フ ロ ー チ ャ ー ト は 右 の 肺 を 処 置 し 、 暫 定 的 に 左 の 肺 の 呼 吸 を 保 留 す る 。 目 標 は 左
右 肺 同 時 処 置 す る 。 本 フ ロ ー チ ャ ー ト 3は 人 体 臨 床 実 践 を 行 う 前 に 、 先 ず フ ロ ー チ ャ ー ト 4
の 動 物 肺 臓 処 置 を 行 い 。 間 違 い が な い こ と を 確 認 し た 後 行 う ほ う が 良 い と 思 う 。 動 物 肺 臓
処 置 検 査 は 人 体 処 置 フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 考 に な る 。 フ ロ ー チ ャ ー ト の 逆 に す る こ と は 時 間
が 節 約 出 来 る 。
a.　 表 面 処 置 臨 床 (麻 酔 師 専 門 、 体 能 生 化 測 定 の ほ か )意 向 図 ： 添 附 図 5を 見 る 。
b.　 表 面 処 置 臨 床 実 務 四 角 い 枠 ： 添 附 図 6を 見 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 　 ５ ． 動 物 肺 臓 処 置 検 査
【 ０ ０ ３ ４ 】
動 物 肺 臓 処 置 検 査 は こ ぶ た 片 肺 及 び 両 肺 を 同 時 に 処 置 す る 。 動 物 処 置 の 真 似 フ ロ ー チ ャ ー
ト 案 は 以 下 の 通 り 、
a.　 純 の 酸 素 を 混 入 し た PFC液 を 無 菌 状 態 の 豚 体 内 に 注 射 し 、 純 の 酸 素 に 対 す る 反 応 を 検
証 す る 。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
b.　 12.6mg/Lを PFCに 入 れ 、 無 菌 ぶ た に 注 入 し 、 高 濃 度 の オ ゾ ン に 対 す る 反 応 を 検 査 す る
。
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
c.　 25.2mg/Lを PFCに 入 れ 、 無 菌 ぶ た に 注 入 し 、 高 濃 度 の オ ゾ ン に 対 す る 反 応 を 検 査 す る
。
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
d.　 12.6mg/Lを PFCに 入 れ 、 SARSぶ た に 注 入 し 、 高 濃 度 の オ ゾ ン に 対 す る 反 応 を 検 査 す る
。
【 表 ５ 】
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 　 　 ６ ． 手 術 台 の 設 計 ポ イ ン ト
　 手 術 台 の 設 計 ポ イ ン ト は 手 術 台 の 水 平 面 を ま わ る こ と が 出 来 る 。 手 術 台 の 上 の 人 が 最 小
限 別 々 に 左 右 45度 に し て 、 左 右 肺 部 を 処 置 す る こ と が 易 く 出 来 る 。
【 五 ． 結 論 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の 研 討 と 推 定 に 基 づ き 、 オ ゾ ン の 殺 菌 能 力 は 世 界 中 か ら 認 定 さ れ た 。 オ ゾ ン が PFC
溶 剤 の 中 に 応 用 す る こ と は 注 １ の 有 名 な 生 産 メ ー カ ー か ら 証 明 さ れ た 。 PFC調 剤 が 肺 部 の
臨 床 を 使 う こ と は 注 2－ 8の 論 文 /ペ ー ジ な ど の 多 く の 医 学 文 献 の 支 持 が あ る 。 だ か ら 、 PFC
混 合 オ ゾ ン の 薬 物 で 極 く 短 い 間 に 肺 部 の SARSウ イ ル ス 感 染 を 治 療 す る こ と は 副 作 用 が 全 然
な い 。 だ か ら 、 こ の 発 明 は 命 を 殺 う こ と は 間 違 い が な い し 、 肺 臓 伝 染 病 の 医 学 歴 史 を 変 え
る こ と は 確 実 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 発 明 さ れ た 温 度 差 別 処 置 効 果 の 理 論 も 癌 細 胞 を 殺 す ば か り で な く 、 副 作 用 が 全 然 な い 。
治 療 の 効 果 は 電 気 療 法 及 び 化 学 療 法 よ り 比 べ る も の に は な ら な い ほ ど う ま い 。 “ 冷 凍 療 法
は 今 ま で 新 し い 医 学 概 念 で 新 し い 治 療 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 人 体 の 主 血 管 系 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ２ 】 動 脈 血 管 系 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ３ 】 Ｓ Ａ Ｒ Ｓ の 図 。
【 図 ４ 】 PFCと オ ゾ ン の 配 合 方 法 と 仕 事 フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 表 面 処 置 臨 床 (麻 酔 師 専 門 、 体 能 生 化 測 定 の ほ か )意 向 図 。
【 図 ６ 】 表 面 処 置 臨 床 実 務 四 角 い 枠 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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